キギョウカ ガ センケツテキ ニ センタク シタ キイト ノ ヒンシツ ガ セイシ キギョウ ノ アリカタ オ キメタ by 大野 彰 et al.












































































































































































10　岩崎徂堂『成功経歴日本製糸業の大勢』、博学館、1906 年、64 ページ。なお、岩崎は富岡製糸場の開設を 1873
年のことだと記しているが、富岡製糸場が操業を開始したのは 1872 年である。
11　岩崎徂堂『成功経歴日本製糸業の大勢』、博学館、1906 年、64 ページ。


































14　武居代次郎の日記の 1874 年４月 18 日の條には「晝後伊勢三重縣管下室山村伊藤小十郎殿絲器械之事ニ付一宿之











































































































24　郡是製糸株式会社調査課編纂発行『三丹蚕業郷土史』、1933 年 8 月 25 日、391 ページ。
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原が経営していた富岡製糸場に 1924 年に工女として入った秋本とく（1909 年８月 27 日生
まれ）は、次のように証言している。








































39　もっとも、三井が経営していた 1895 年には、富岡製糸場は 14 名と比較的多くの検査工女を擁していた。その結
果、普通工女 25 人に付き１人の割合で監督が配置され、監督は繭の配分から煮繭や繰糸の方法等に至るまで注意
していたという（『東国蚕業視察録』、1896 年２月（郡是製糸株式会社調査課編纂発行『三丹蚕業郷土史』、1933 年
８月 25 日に所収）、209 ページ）。























女を配置すると同時に 10 釜ないし 12 釜毎に１人の女性職長（forewoman）を配置すること

















































































46　蚕糸業同業組合中央会編纂『支那蚕糸業大観』、岡田日栄堂、1929 年 4月 5日、238 ページ。本多岩次郎編纂『日
































48　相田良雄「家族主義の伊藤製糸場」、「斯民」第２編第 10 号、1908 年 10 月７日、70 ページ。但し、原文にあっ
た傍点は省略した。





第 247 号、1912 年８月１日、32-33 ページ。

































54　相田良雄「家族主義の伊藤製糸場」、「斯民」第２編第 10 号、1908 年 10 月７日、70 ページ。但し、傍点は原文
のまま。
55　宮沢邦一郎「民衆から見た組合製糸形成の思想」、「群馬文化」第 178 号、1978 年３月 15 日、34-38 ページ。




































































61　鈴木貞次郎『最近実業界の成功者』、精華堂書店、1908 年 10 月８日、70 ページ。
62　岩崎徂堂『成功経歴日本製糸業の大勢』、71 ページ
63　岩崎徂堂『成功経歴日本製糸業の大勢』、72 ページ。
64　富岡製糸場誌編さん委員会編集『富岡製糸場誌（上）』、富岡市教育委員会、1977 年１月 31 日、145 ページ。






































英子著・信濃教育会編纂『富岡後記』、古今書院、1931 年に付した巻末記（1931 年６月付）、14 ページ。




1895 年に近江製糸には合計 418 人の工女（繰糸工女 390 人、揚返工女 28 人）がいたが、毎


























72　『東国蚕業視察録』、1896 年２月（郡是製糸株式会社調査課編纂発行『三丹蚕業郷土史』、1933 年８月 25 日に所
収）、160 ページ。


































75　相田良雄「家族主義の伊藤製糸場」、「斯民」第２編第 10 号、1908 年 10 月７日、70 ページ。
76　恩田定雄・東野傳次郎『製糸新論』、1896 年、63 ページ。










































































































































81　「蚕糸業の４大要素」（1910 年 11 月稿）、郡是製糸株式会社編纂発行『波多野鶴吉翁講演集』、第４版、1935 年
に所収、42-43 ページ。
82　本多岩次郎編纂『日本蚕糸業史　第２巻』、明文堂、1935年、315-316ページ。井上柳梧『日本蚕糸概論　製糸篇』、
羽田書店、1949 年８月 20 日、81 ページ。










































































































































































94　小山清『製糸原料便覧』、明文堂、1933 年７月 20 日、161 ページ。
















































1907 年３月 20 日、16 ページ）。なお、原文にあった振り仮名は省略した。












































































































京高等蚕糸学校講師　福島延恵「生糸問屋」、「蚕糸学報」第７巻第３号、1925 年３月 25 日、214-215 ページ）。
企業家が先決的に選択した生糸の品質が製糸企業のあり方を決めた　
く繭糸を数本合わせて１本の生糸にするのであるから、生糸の繊度が完全に揃うことは、あ
り得ない。例えば繊度（太さ）が３デニールの繭糸を合わせて 14 中、即ち 13 デニールから
































度の説」、「大日本蚕糸会報」第 178 号、1907 年３月 20 日、16 ページ）。なお、原文にあった振り仮名の１部は省
略した。































107 「福島県伊達郡役所編纂『製各糸　場県巡回取調書』、竹内活版舎、1889 年 11 月 25 日、２ページ。
108 相田良雄「家族主義の伊藤製糸場」、「斯民」第２編第 10 号、1908 年 10 月７日、71 ページ。但し、原文にあっ
た傍点は省略した。石田雄『明治政治思想史研究』、未来社、1954 年、187 ページに引用。但し、石田氏が示した
出典には誤記がある。
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てその講話に耳を傾けたといわれる。その姿を見た郡是製糸の従業員は波多野鶴吉が工女の
教育を川合信水に一任していることに気付いたに違いない。波多野鶴吉は権限委譲を厭わな
い人物だったからこそ、川合に工女教育を一任したのである。
　碓氷社は組と称された生産単位の連合体であったから、ある程度の権限を組長に委譲する
ことを前提にしていた。従って、萩原鐐太郎が碓氷社社長として傘下の組を束ねていこうと
すれば、必然的に組長にある程度の権限を委譲しなければならない。このことと萩原鐐太郎
が碓氷社で独裁体制を敷いていたことは矛盾しない。組長に権限を委譲しても組長を意のま
まに動かすことができれば独裁的権力を揮うことも可能になるからである。
　さて、企業規模を拡大しようとすれば、部下に権限を委譲することがどうしても必要にな
る。企業規模が大きくなれば、１人の社長が社内の全ての案件に目を通し全ての案件に対し
て指示を出すことはできなくなるからである。郡是製糸と碓氷社が経営規模を拡大すること
ができたのは、権限委譲を厭わない企業家に率いられていたからである。
